
（団体名）一般社団法人ReRoots
（事業名）若林区の地域おこしに向けた農業と農村コミュニティ再生プロジェクト ロジック・モデル

インプット アウトプット活動 アウトカム

別記様式第２号別紙

初期 中期 長期

〇ReRootsの学
生スタッフ80名

〇町内会や住民
との協力関係

〇資金260万円

①地域おこし政策のア
ドボカシー活動…個別
訪問で意見聴取

②おいもプロジェクト…
年3回の企画

③笹屋敷記録集…記録

誌の作成と町内会との
打ち合わせ

①行政・関係団体・住民・
農家など100軒訪問。

地元では見守り活動＋
地域づくりの意見による
意欲を引き出す

②年間100人の参加者、
住民5名の企画協力。

若林区の農や食の魅
力に触れてファンの拡大。

〇地域課題が明確に
なり、住民自身が問
題意識を持つ。
〇住民内部でも10年

先の六郷地域につい
て議論が生まれる。

〇食と農を生かして
ファンができる。

〇記録誌が完成し、
住民の体験が記録と
して残る。

〇住民自身が10年先

の六郷地域はどうなっ
ているのか、主体的に
考え、解決策を考え始
める。

〇地域課題を解決す
るための政策の立案
や着手が進む。

〇住民のなかからも
中心となって地域課
題に取り組もうとする
リーダーが生まれる。

〇地域外からの応援
や協力が得られる。

〇震災の記録をもと
に、防災意識や地域
づくりが次世代につな
がる。

〇具体的な地域課題
解決の政策・プロジェ
クトに取り組む。

〇農業の担い手育成
の取り組み。

〇地域福祉やグリー
ンツーリズムの取り組
みによる地域活性化。

〇わら細工などの小
さな生業づくり。

〇「高齢者の元気な
村」「ひなびた持続す
る農村」づくり。
〇ReRootsの農業法
人部門・NPO部門の
確立
〇住民とReRootsが震

災からの復興、さらに
地域づくりのモデルと
なって、他の過疎地
や農業の課題を抱え
る地区の典型例とな
る。

※事業の成果に必要な要素を図示化してください。
※見やすいようにデザインを工夫してください。
※注釈や記載例,不要な図形は削除してください。

③笹屋敷の震災記録の
伝承、住民自身が自らの
体験を次世代に継承


